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本稿は本誌前号に続き，ヘイマンス・ファン・アンローイ「シアク王国
に関するノート｣ の第２章 ｢領域区分 Verdeeling van den Grond」(pp. 285
310）の翻訳である。このムラユ（マレー）の王国の内部が非常に複雑に
区分されることがわかる。この領域区分は第３章が扱う住民の区分と対応
関係にあるが，それぞれの区域ごとに支配・被支配関係のありようもまた
複雑であり，それは人が移動し支配者が交替した長い歴史の結果である。
著者ヘイマンス・ファン・アンローイについて。ヘイマンス・ファン・
アンローイが姓であり，名については現時点ではＨ.Ａ.というイニシアル
しかわからない。本稿の内容から，シアクに駐在した内務官吏であること
は容易に想像がつくが，その経歴について詳細はわからない。以下に現時
点で訳者にわかった限りのことを記しておきたい。
レイデンにある王立地理言語民族学研究所（KITLV）の図書館のインタ
ーネット経由による検索ではヒットしなかった。
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シアク王国誌
２．領域区分
ヘイマンス・ファン・アンローイ
（訳) 深 見 純 生＊
『オランダ領東インド百科事典』Encyclopaedie van Nederlandsche-
の人名索引では，項目「シアク・スリ・インドラプラと属領」の参考文献
に本稿の著者として見えるだけである。
ハルトマンの雑誌論文冊子目録によれば（A. Hartmann, Repertorium op
de Literatuur betreffende de Nederlandsche , ’s-Gravenhage, 1895,
pp. 14 & 148) ，ヘイマンス・ファン・アンローイには本稿の他に次の論
文がある。‘De grenzen van de residentie Sumatra’s Oostkust en hare samen-
stellende deelen, (Toelichting op eene uit te geven topographische kaart van
dat gewest)’, Tijdschrift van het Nederlandsch Aardrijkskundig Genootshcap,
Reeks 2, 1 (U. A.), bl. 291.（｢スマトラ東海岸州およびその各区域の境界
（刊行予定の当該州地形図への説明)」『オランダ地理学協会雑誌』第２シ
リーズ第１巻291頁以下。刊行年は記されていないが，1885年と1893年の
間と推定される)。
『政庁要覧』(RA: Regeringsalmanak）によって若干の経歴がわかる。
ただし，いま訳者はこの資料を網羅的に調べることができず，多分に偶発
的な知見であり，いずれ補足調査を行いたい。
1880年版ＲＡ（p. 233）によれば，スマトラ東海岸州（州都ブンカリス）
デリ県ランカト分県の二級監督官 Kontroleur der 2de kleasse である（着
任年月不明)。1880年以前からスマトラ東海岸州で内務官吏であったこと
がわかる。本稿の刊行が1885年なので，おそらくその後同州内で転勤して
シアク県で監督官を務めたと推定される。
1887年版ＲＡ（p. 197）によれば，1886年５月23日づけでスマトラ東海
岸州（州都ブンカリス）の州書記官（secretaris）になっている。おそら
くシアク県駐在の監督官からこの職に昇進したのであろう。なお，州都は
翌1887年にブンカリスからメダンに移る。
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第２章 領域区分
どこが本来のシアクか
シアクという名前が厳密に用いられることはなく，そのため非常に多く
の誤解が生じている。
シアクというとき，ふつうはその王国の西方，パネイからアチェとの境
界に至るまでの，いわゆる西方属領との対比で語られる。したがってスマ
トラ東海岸州から西方属領を除いた部分がシアクとされる。
しかしながら，その部分の中にさらに狭義のシアクがあるとされ，どの
部分が狭義のシアクに属するか明確にされたことがない。タナ・プティ，
クブ，バンカ３地区を除いた部分が狭義のシアクとされることがあり，こ
れからさらにいわゆるタポン地区を除いた部分とされることがあり，プカ
ン・バルとマンダウの２地区を含めないことがあり，ブキト・バトゥのダ
トゥク・ラクサマナの領域と通称される部分が除かれることがある。こう
して残った部分および島々が最も狭い意味での本来のシアクということに
なる。ところが，これらはすべて間違いである。
スルタンの権利による区分
西方属領との対比でシアクを考えるなら，スルタンはシアクにおいて主
権者であり，西方属領においては宗主権者であるということができる。宗
主権地域においては，最高権限と王の特権の特定のもの若干がスルタンに
あり，その他はおのおののラジャのものである。
スルタンが主権者である地域は，政治的状態を異にする諸地域に分かれ
る。
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タナ・プティ，クブ，バンカのように暴力ないし脅迫によりシアクに属
した地域があり，タポン地区のように非暴力的手段によりこれに属する地
域がある。そしてシアクに属した時期が異なるために生じた違いがある。
タナ・プティ，クブ，バンカ３地域では，シアクのスルタンはそれらを
併合したのち，各々のラジャが持っていた権利を自らのものとした。その
ため，この３地域では彼はシアクのスルタンであるゆえにラジャである。
この３地域は本来はシアクの属領だが，スルタンが各々のラジャであると
いう特徴を持つのである。
タポンの場合はこれと異なる。タポンは２つの連合体をなしている。そ
の構成員たちは，自分たちが占拠する川の下流全域の絶対的な支配者であ
るシアクの強力なスルタンとの良好な関係が，自分たちにとって最重要事
であることをよく理解していた。とりわけこの川が，外界との通商関係を
持つためのほとんど唯一の道だからである。
他方スルタンにとっても，上流地域を影響下に収めることは，とくに内
陸部の強力な隣人からの安全をはかるために重要であった。しかしシアク
にとって，その最盛期においてさえ，タポンを暴力で従えることは，必ず
しも容易でなかったと考えられる。沿岸のずっと強力な小国家の場合には
海からの侵入によって成功したと同じことが，はるかに弱体な内陸のタポ
ンに対しては，不可能だったのだろう。
こうして，タポンはシアクのスルタンを名目上の支配者として認めるこ
とを欲し，スルタンの側は，こうした実質のない権力の承認で満足するこ
とになったにちがいない。
タナ・プティ，クブ，バンカ３地域はシアクに併合され，スルタンを自
らの王としたのに対し，タポンの併合は，タポンの首長たちがスルタンを
自分たちの主人と認める（スルタンの保護下に入るといってもよいだろう）
という以上のものではなかった。
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本来のシアクの内部
いずれにせよ，これら地域はシアクの一部分になったのである。現在の
シアク王国からこれらを除いた部分がシアク本国であった。これを本来の
シアクということができる。
本来のシアクの内部を調べると，様々に異なる部分から成り立っている
ことがわかる。特殊な立地条件や独自の統治組織ということで異なるだけ
でなく，住民，より正確にはそこに所属する人々の権利と義務の点でも異
なっている。ここでは差し当たり，領域の区分と各々の土地にかかる義務
を取り上げ，様々な住民の分布についてはのちに扱う。
本来のシアクの土地は以下のような主要区分に分かれる。
ａ．シアクの４人のパンフルの領域
ｂ．下マンダウ
ｃ．シアク川沿いのマレー人バティンの領域およびバティン・プラワン
（Prawang）の領域
ｄ．プルタランガン（pertalangan）
ｅ．ティガ・ルハク（tiga luhak）またはティガ・ルラ（tiga lurah）
ｆ．ティガ・カンポン（tiga kampong）
ｇ．トゥラタク・ブル（Teratak Buluh）
ｈ．ドメイ（Domei）のパンフル（ブキト・バトゥのラクサマナ）の領
域
ｉ．シアク川の河口より南の沿岸のバティンの領域
ｋ．上マンダウのサケイ人の領域
ｌ．占拠されていない，または放棄された土地
ｍ．島々
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ａ．４パンフルの領域
シアク川左岸ではタンジョン・バレイ（Tanjong Balei）からマンダウ川
の河口まで，右岸では，プラウ・ゴンタンに面するトゥロク・ダラム
（Telok dalam）からスンゲイ・ブワタンまで。川岸からトゥタワク（te-
tawak）という一種の銅鑼が聞こえる範囲 (sapendengaran pemukul tetawak）
の陸地がこの領域に属する。
その土地とその上の森（ウタン・タナ）のすべてが，シアク・クチル
（Siak kecil)，ルンパ（Rempah)，シアク・ブサル（Siak besar)，ブトゥ
ン (Betung) のパンフルとこれに従属する人々 (アナク・ブワ anak buwah）
に属する。
４パンフルの領域の境界は次のとおりである。
① シアク・クチル
タンジョン・バレイからの沿岸，シアク川の河口からトゥロク・パタ
（Telok patah）までの左岸（プラウ・ゴンタンの向かいまで)，そして小
シアク川つまりシアク・クチルを上流へパシムシム（Pasimsim）という
名のプランタウアン（perantauan）[居留地〕まで。
つまりシアク・クチルのパンフルのウタン・タナは主にシアク・クチル
川の下流域である。大シアク川の右岸にはウタン・タナを持たない。
② ルンパ
シアク・クチルの終わるところからシアク川の上流へ，しかし川の両岸
にわたっている。上記トゥロク・パタの向かいのトゥロクをトゥロク・ダ
ラムという。シアク川右岸の支流スリアウ（Seliau）の合流するブラディ
ン（Belading）の向かいまでがルンパの領域である。
③ シアク・ブサル
そこから上流の両岸，小河川ビラ（Bila）とその対岸で小河川ランケイ
（Langkei）がシアク川に合流するところまで（主邑シアクの下流約１時
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間）が，シアク・ブサルのウタン・タナである。
④ ブトゥン
さらに上流に進むとブトゥンのパンフルの領域で，右岸ではスンゲイ・
ブワタンまで，左岸ではマンダウ川の河口までである。したがって主邑シ
アクと我々の居留地はブトゥンの中にある。
土地所有から生じる権利
マレーの慣習によって土地の所有から生じるとされるすべての権利は，
ここではアダトに従って各々のパンフルとそのアナク・ブワに帰属する。
彼らだけがシアランの樹（その枝に蜂が巣を作る）を所有し，利用するこ
とができる。彼らだけが地税タパク・ラワン（tapak lawang）を払うこと
なく土地を開墾し，耕作することが許される。
かつては（不当な変更のため現在では異なる）ラダンを開きにくる外部
の者は，必ず当該パンフルに１筆のラダンにつき10ガンタンのパディ〔稲，
籾〕を地税として納めなければならなかった。また森林産物の場合は，採
集した物の10％を納めなければならなかった。この税をパンチョン・アラ
ス（pancong alas）といった。
他所でも同じだが，王は先に述べたように蜜蝋，象牙等々に対する特権
を有した。他方，のちに述べるようにスク・パシシルには，シアク全域に
おいてタパク・ラワンが免除された。こうした例外を別にすれば，土地に
かかる諸権利はパンフルとそのアナク・ブワの，譲渡不可能な財産であっ
た。
アナク・ブワの１人が自分のスクのウタン・タナでシアランを見つけた
ら，それは自分の財産であった。他の者が見つけた場合は，既述のような
利益が認められるが，シアランの樹は当該パンフルの財産になった。
タパク・ラワンが免除されるスク・パシシル以外の外部の者は，必ずこ
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の税およびパンチョン・アラスの支払いに服さねばならなかった。しかし
ながら，４人のパンフルは互いのアナク・ブワからこうした税を取らない
ことが認められていた。
1863年１月29日 No. 5a の政庁決定によって，誤解に基づいてパチョン
・アラスが廃止され，その機会に同時にタパク・ラワンも廃止された。そ
のため４人のパンフルとそのアナク・ブワは，土地の諸権利のうち，シア
ランだけを享受するということになった。それ以来シアランの産出量が著
しく減退したが，これは人々の言うところでは おそらく的を射ている
シアクを航行する蒸気船の煙のせいである。
ｂ．下マンダウ
内陸の，下マンダウの両岸とその支流のウラ（Ulah）川，ムルブンカル
（Merbungkal）川に，ふつうオラン・マンダウ（Orang Mandau）あるい
はタロン・マンダウ（Talong Mandau）という名で括られるマレー人が住
んでいる。彼らのウタン・タナはマンダウ川の右岸ではスンゲイ・ミナス
（Minas）まで，左岸ではスンゲイ・ブリンギン（Bringin）までである。
もっと上流にはサケイ人がいる（ｋ参照)。
オラン・マンダウは①マンダウ，②グロンガン（Gronggang)，③パン
ダン（Pandan）の３つのスクに分かれる。この３種の人々は混住してい
るが，スク各々のプランタウアンを持っている。すなわちスク各々のウタ
ン・タナがあり，それは上記諸河川のタンジョンを境としている。オラン
・マンダウの住む場所をもっと特定するなら，それはマンダウ川の両岸で
あり，オラン・パンダンは主に支流スンゲイ・ウラ，オラン・グロンガン
は支流スンゲイ・ムルブンカルに沿って住んでいる。
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土地所有から生じる権利
ウタン・タナの所有から生じる諸権利は，少なくともアダトによって彼
らに帰属するものは，シアランでもパンチョン・アラスでも，またタパク
・ラワンの場合でも，シアク川沿いの４人のパンフルの場合と同じである。
スクのメンバーは，スクのプランタウアンにおいてパンチョン・アラス
とタパク・ラワンを免除される。他の人が納めるパンチョン・アラスはそ
のプランタウアンを治める首長のものになる。１ラダンあたり10ガンタン
のタパク・ラワンは，現在はスルタンが徴収しているが，これが公正なこ
とか私には疑問である。人々が私に語ったところでは，以前はマンダウの
首長たちのものになっていた。
マンダウの３スクはさらに次のように区分される。①スク・マンダウは
３つに分かれ，その首長は各々パンフル，ジュナン（ jenang)，トゥワ・
トゥワ（tuwa-tuwa）という。②スク・グロンガンも同じく３つに分かれ，
バティン，アンタン・アンタン（antan antan)，トゥワ・トゥワが各々の
首長である。③オラン・パンダンの首長はジョクラ（ jokerah）１人であ
る。
①スク・マンダウおよび②スク・グロンガンの首長たちは，相互に独立
に近い関係であり，①スク・マンダウではパンフルが，②スク・グロンガ
ンではバティンが，対等者の中の第一人者と見なされていて，スルタンの
命令はパンフル，バティンを通じて他の首長に伝えられる。
③スク・パンダンの半分はバティンの下, タラン・ガシプ (talang Gasip)
（後述）に住んでいて，他の半分はジョクラという称号をもつ下級の首長
の下にマンダウ川に沿って住んでいる。
マンダウ川沿いのスラハン交易についてはのちに取り上げる。
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ｃ．シアク川沿いのマレー人バティンの領域およびバティン・プラワンの
領域
シアク川沿いのマレー人（ムスリム）バティンは，①ガシプ，②スナプ
ラン，③シガレス（Sigales。Si-Gales か？）の各バティンである。
かつて第４のバティンつまりバティン・バンサ（Bangsa）がいたが，
このスクは死滅，少なくとも消滅した。これが占めていた土地はスルタン
の手中に入った。
もう１人，バティン・トゥナヤン（Tenayan）がいるが，彼は②バティ
ン・スナプランに服従し，彼の土地はバティン・スナプランの領域内にあ
る。したがって独自のバティンとして扱う必要がない。現在彼の土地権は，
まだ存続するかぎりでの話だが，すべてプカン・バルのバンダル（bandar）
の手中にある。トゥナヤンはプカン・バルの下流で合流するシアク川右岸
の支流である。
上記３人の現存のムスリムのバティンの他に，異教徒オラン・アキト
（Orang akit）のバティン，つまりシアク川に面するプラワンのバティン
がいる。
これらバティンの領域はシアク川に面していて，前記ａのパンフルの領
域の場合と同様，川岸からタワク・タワクが聞こえる範囲である。
上記ａでブトゥンのパンフルのウタン・タナがシアク川右岸でスンゲイ
・ブワタンまで，左岸でスンゲイ・マンダウの合流点までと述べた。右岸
のスンゲイ・ブワタンからスンゲイ・ガシプまでの間は現在まったく無住
である。かつてそこには上述のバティン・バンサとそのアナク・ブワが住
んでいたが現在では姿を消している。
① バティン・ガシプ
それより上流，右岸の支流ガシプ川とプンダナウ（Pendanau）川の間
にバティン・ガシプが居する。オラン・ガシプは現在すっかり内陸（プル
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タランガン）に後退しているので，この地域は現在ほとんど放棄されたよ
うな状態である。とはいえ，そのウタン・タナは今なお彼らに属すると考
えられている（ｄのタラン・ガシプ参照)。
② バティン・スナプラン
スンゲイ・プンダナウの向かいにスンゲイ・ルクト（Lukut）がある。
ここから，プカン・バルと両タポン川の合流点の間にあるパシル・パレス
（Pasir Pales）という地点までがバティン・スナプランのウタン・タナで
あり，右岸ではスンゲイ・プンダナウとスンゲイ・カンディス（Kandis）
の間である。
③ バティン・シガレス
スンゲイ・カンディスから上流，タポン・キリに沿ってその左岸の支流
スンゲイ・スクトゥク（Seketuk）まで，およびパシル・パレスからタポ
ン・カナンに沿ってその左岸の支流スンゲイ・プドゥ（Pudu）までがバ
ティン・シガレスのウタン・タナである。
④ バティン・プラワン
最後に，クワラ・マンダウとスンゲイ・ルクトの間にバティン・プラワ
ン（支流プラワン川にちなむ名前）がいる。
パンチョン・アラスもタパク・ラワンも，少なくとも①ガシプ，②スナ
プラン，③シガレスのバティンに関するかぎり，シアランと同様，彼らの
ものであることに疑問の余地はない。
バティンの歴史，プカン・バル
これらバティンは，おそらくガシプの諸王の時代から存在した。ジョホ
ールの諸王の権力は，既述のごとくクワラ・マンダウより先には及ばなか
ったので，おそらく彼らはジョホールに服属しなかった。ガシプの王が倒
れたのち，誰がその地位を占めたか不明である。彼らはおそらく，タポン
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で現在も見られるような，連合体を形成したのであろう。
今後の調査によってスナプランのバティンの格が最も高かったことが明
らかになるかもしれない。旧スナプランは現在のプカン・バルである。そ
こにはブワタン（シアク）と同様，３（４）人のミナンカバウ人パンフル
がいた。彼らは，そこに定着したりそこを通過する同胞の利益を擁護する
任務をもっていた。マルフム・プカン・バルがそこに居を構えた時に初め
て，プカン・バルという現在の名前がつけられた。バンダルがここに来る
のはさらにのちのことである。現在のバンダルはようやく第６代目であり，
初代が任命されたのは60～80年前と推定される。
土地所有から生じる権利
バティンたちは，かつてタパク・ラワンとパンチョン・アラスを徴収し
ていたが，この収入は1863年のパンチョン・アラスの廃止の際に，なんら
の賠償を与えることなく，彼らから奪われた。
バティン・プラワンはオラン・アキトであるので，他の（マレー人の）
バティンが持つこれらの特権を持たなかった。
スナプランとシガレスのバティンのウタン・タナにおける元来の諸権利
は，近年ほぼ全面的にプカン・バルのバンダルとパンテイ・チュルミン
（Pantei Cermin）のトンク・サイド・ハミド（Tongku Said Hamid）の手
中に移った。これについてはのちに述べる。
ｄ．プルタランガン
プルタランガンというのは，上記ａのパンフルの地域とｃのバティンの
地域の背後に位置する部分のことであり，一方でシアク川の右岸に面し，
他方でプララワンの境界に面する。したがってシアク川の右岸で，川で鳴
らされるタワク・タワクが聞こえなくなったところからプルタランガンが
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始まる。
プララワンとは明瞭な境界を持たない。というのも，カンパル川とシア
ク川の間の内陸部のすべての森がプルタランガンに属するからである。シ
アク側のプルタランガンはより強くシアクのスルタンに，プララワン側の
それはより強くプララワンのトンク・ブサルに従属する。
海の方向では，海岸とプルタランガンの間に，バティン・ラワ（rawa）
とそのアナク・ブワが占拠する森がある。オラン・ラワとの間の正確な境
界が問題になることなく，あるいはそれが不可能なままに，プルタランガ
ンは，だいたいスンゲイ・ムンプラ（Mempura）の上流より海側には及
ばないものと考えられている。ムンプラ川は主邑シアクの対岸でシアク川
に合流する支流である。
内陸側では，プカン・バルとトゥラタク・ブルを結ぶ道よりすこし海側
までがプルタランガンである。
オラン・タラン
オラン・タランは，①タラン・ダユン（Dayun)，②タラン・ガシプ，
③タラン・パンダン，④タラン・クティプ（Kutip）に区分される。
オラン・タランはもっぱらラダンで生きている。ラダンが消耗したらそ
こを離れて他所に移る。彼らはムスリムと考えられているが，それは名目
以上のものではないように思われる。
諸々のオラン・タランの起源についてほとんど謎である。伝承によれば，
タラン・ダユンはジャワに起源があり，パガルユン経由でここに来たとい
う。有名な伝説にいう虎と水牛の闘いは，彼らの王とミナンカバウのラジ
ャの間に起こったということである。虎が敗北したのち，虎が象徴してい
るジャワ人は現在の居住地に退却したのである。この伝承に史実が隠れて
いるかどうか，今のところ不明である。
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しかしながら，タラン・ダユンの首長が現在なおジャワの称号パティ
（patih）を帯びているのは事実である。このパティの下で，２人の下級
の首長が各々の＜分スク＞を治めており，その称号はアンタン・アンタン
とプンビラン（pembilang）である。
さらに内陸にタラン・ガシプがいて，ガシプのバティンがその首長であ
る。
そのさらに南西方にオラン・パンダンの半分がいる。残りの半分はマン
ダウ川にいる。上記ｂで述べたように，プルタランガンに住むオラン・パ
ンダンはバティンの下にあり，マンダウ川に住むオラン・パンダンはジョ
クラを首長としている。
オラン・パンダンが２つに分裂していて一緒にいないのは，オラン・パ
ンダンの一部がかつてガシプのラジャに対して行った裏切りのせいであっ
て，この者たちはスンゲイ・ブワタン沿いにガシプに至る道をアチェ人に
教えたのであった。それ以来彼らはそこに留まることができなかっただけ
でなく，彼らの子孫は今日においてさえガシプ川の水を見るだけで死んで
しまうのである。こうしたことから，マンダウ川に住むオラン・パンダン
は元来シアク川右岸から来たものと見ることができよう。
最も内陸に住むのがタラン・クティプであり，首長はバティン１人であ
る。彼らの歴史もまったく不明である。
タパク・ラワンなど
スルタンがタラン・ダユンからタパク・ラワンを徴収し，マンクブミが
その他のタランから徴収する。これが正当なことか不当なことか，まだは
っきりわからない。
元来はオラン・タランがタパク・ラワンの権利を持っていただろう。少
なくともパンチョン・アラスは現在でも各タランの首長が徴収している。
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とはいえ，他所から来た人々が王の許可をえて無住の肥沃な森に次々と住
み着き，王は統制不可能なパンチョン・アラスを移入者たちの首長にまか
せる一方，徴収の容易なタパク・ラワンは自分の手中に留めたというのも
あり得ることであろう。少なくともこのようにして王は，生産に利用され
ていない進入困難な森（原住民は，どの原住民の国家でもそうであるよう
に，川筋に住んでいる）からなにがしかを得たのである。重要な収入とな
るタパク・ラワンだけでなく，王の先買特権，スラハン交易，輸出入税，
賦役などが得られるのである。
タラン・ダユンについて，伝説がジャワ人起源であることを示している。
タラン・ガシプはシアク沿いのガシプの領域からやってきた。他方タラン
・パンダンは現在の土地に元からいたのであろう。
タランの人々のスラハン交易についてはのちに述べる。
ｅ．ティガ・ルハクまたはティガ・ルラ
プカン・バルとトゥラタク・ブルの間，つまりタラン・クティプより上
の森を占拠する人々がティガ・ルハクと呼ばれる。すべてパダン高地〔ミ
ナンカバウ地方〕とその周辺から来た人々であり，彼らの一部はまだそこ
にとどまっている。彼らはしきりに両地の間を往来している。彼らは森の
中に転々と開くラダンの生産物で生きている。
彼らにはリマ・プル，パシシル，タナ・ダタルの区別があるが，すべて
シアクのスルタンに任命される１人の首長の下にある。この首長はパンフ
ル・ダガン（dagang）の称号を持ち，必ずスク・リマ・プルの者でなけれ
ばならない。
ティガ・ルハクの人々は一般に評判が良くない。彼らの中には罪を犯し
て，あるいはその他の不名誉な原因で（とくにパダン高地から）ここに逃
亡してきた者がいるといわれている。このことにスルタンはほとんど影響
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力を持たない。
パンチョン・アラスなど
王国の統治機構を構成する人がプカン・バルに来た場合，パンフルはア
ナク・ブワ若干名を連れてプカン・バルに現れて敬意を表し，ピサン，シ
リー，サトウキビなどを差し出すが，それ以上のことはしない。
彼らはパンチョン・アラスもタパク・ラワンもスルタンに納めない。こ
れらはすべてパンフルのものであり，彼はこの税をすべての人から，自分
のアナク・ブワからも徴収しているようである。ただし，アナク・ブワが
この税を納めているかどうかはなお調査を要する。
シアランもまたパンフル・ダガンのもののようであるが，他方シアクに
おける蜜蝋に関する普通のアダトがここでも適用されているようである。
パンフル・ダガンがかつてトゥラタク・ブルとプカン・バルの間の道を
通る人々から通過税を徴収していた。これはリマ・コタにおける同様の徴
税に対する報復であり，リマ・コタから来る者からのみ徴収した。
これまでのところ，彼らは不当な妨害をさほど行っていない。それはシ
アクの統治者が彼らを放任しているからである。というのも，シアクの統
治者が彼らをあえて統制しないで, プカン・バルのパガル・パリト (pagar
parit）[パガル＝柵，パリト＝堀〕と呼ぶだけで満足しているからである。
パガル・パリトであることは，戦争になった場合にその交易場を防衛しな
ければならないことを意味する。
10～12年ほど前に１度だけ，プカン・バルとトゥラタク・ブルの間の交
通が非常に脅かされたことがあり，その中心人物パンリマ・ナン・トゥン
ガン（Panglima nan Tunggang）なる者を実力で排除しなければならなか
った。
彼らは約300～400家族からなっている。
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ｆ．ティガ・カンポン
シアクの王国高官たちによれば，ティガ・カンポンもシアクの一部をな
す。カンパル・カナンとカンパル・キリの合流点ムワラ・サコ（Muwala
Sako) からカンパル・カナンのトゥラタク・ブルまでの間にある, ルブク
・シアム（Lubuk Siam)，ブル・チナ（Buluh Cina), ブル・ニピス (Buluh
Nipis）の３つのカンポンのことである。
ここでもシアクへの服属は，平時における従属の承認と戦時におけるシ
アクの敵に対する共同行動の域を出るものではない。スルタンにはティガ
・カンポンからの収入はないが，コタ・インタン（Kota Intan）への遠征
の時，彼らは行を共にし，クーリーとして働いた。
シアクへの従属がどの程度のものであるかは，パンフルたちがスルタン
によって任命されるのでなく，スルタンが彼らの王として承認される
（beraja ka Siak）という事実から判断できる。このようなパンフルたちが
スルタンにどのような敬意を表さねばならないかは，のちに述べる。
ｇ．トゥラタク・ブル
トゥラタク・ブルはカンパル川に面する１地区であるが，その重要性は
もっぱら同名のカンポンの立地によるものである。すなわちパダン高地か
らリマ・コタを通り，シアク，さらにはシンガポールに至る重要な通商路
に位置する，カンパル川に面するパンカラン（pangkalan）つまり中継地
なのである。
シアクとの政治的関係はおおむねティガ・カンポンの場合と同じである
が，ここではパンフルは，パンフルになる資格のあるスクのメンバーの中
から，スルタンによって任命されるという違いがある。ここの住民もコタ
・インタン遠征の時にクーリー役務に服した。シアクのスルタンはここか
らの収入を持たない。
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ｈ．ドメイのパンフル（ブキト・バトゥのラクサマナ）の領域
シアク川の河口から北西方の沿岸地域である。シアク・クチルとの境の
タンジョン・バレイ（上記ａ①参照）から，海流が分かれて一方がロカン
（Rokan）川の河口へ，他方がルパト（Rupat）海峡へと入る，その分岐
点まで，つまりおおむね小河川スネブイ（Senebui）の沖までである。そ
のためスネブイ川がバンカとの境界をなすと考えられている。内陸ではマ
ンダウとの明確な境界をもたないが，実際上はドメイから８～10時間（？）
の，龍脳樹の生えたアレイアン・バハギアン（Aleian bahagian）という名
の丘陵が境界をなすと考えられている。
これらの境界の中のすべてのウタン・タナがかつてドメイのパンフルに
属していたようであるが，そのほとんど全部がブキト・バトゥのラクサマ
ナに奪われたので，このｈの地域は現在ではブキト・バトゥのラクサマナ
の領域とも通称される。
以前はドメイのパンフルがパンチョン・アラスとタパク・ラワンを徴収
する権利を持っていたようである。シアランの所有に関してはシアク川沿
いの４人のパンフルの地域（ａ参照）と同様であり，アナク・ブワの所有
でないかぎり，すべてパンフルの財産のようである。
ブキト・バトゥのラクサマナ
ブキト・バトゥのラクサマナは元来王国高官ではなく，プカン・バルの
バンダル同様，スルタンの官吏であった。スルタンを代表しスルタンの利
益を促進するためにブキト・バトゥに配置されたのであった。彼の収入源
はアヘンと塩の販売，および管轄地域内のスルタンの臣民から徴収する罰
金であった。のちにドメイで採集された蜜蝋を５分の４の価格で買い上げ
る権利（スルタン自身がこの権利を行使しない場合のことだが）が加わっ
たようである。ラクサマナはウタン・タナを持っていた。これは彼が官吏
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であるから，何らかの当然の権利に基づくものではなかった。しかし現在
ではスルタンのクルニア（kurnia）[恩賜〕としてウタン・タナを有する
にすぎない。
スルタンは，とりわけ闘いや国の防衛といった場合に，自分の利益を守
るためには，住民の中から出てきた首長よりもバンダル（官吏）のほうが
はるかに頼りになることを，ずっと早くに理解したであろう。スルタンの
クルニアはまた，遂行された任務に対する報酬という側面を持っていたよ
うである。
ヒジュラ暦1273年サワル（sawal）月24日（つまり1858年の条約締結の
直後）に先代のダトゥク・ラクサマナに与えられ，現在のダトゥク・ラク
サマナにも認められた，叙任勅書の第１条には次のように記されている。
タンジョン・バレイから西は海流の分かれるところまでの土地と，
その土地から生じる，ダトゥク・ラクサマナが〔既に〕有するもの
以外の，すべての収入，および，バンタン側のブンカリス島と，ダ
トゥク・ラクサマナが同様に〔既に〕有するもの以外の，そこから
生じるシアランや収入が，ヤン・ディプルトゥワン・ブサル〔スル
タン〕陛下より恩寵としてダトゥク・ラクサマナの扶持として与え
られる9)。
以前の諸勅書はウィルソンとの戦争の間に燃えてしまったらしい。した
がってこの規定が初めて定められたのがいつか，もはや明らかにしえない。
当時のダトゥク・ラクサマナがウィルソン騒乱の間スルタンに非常に忠実
であったことが知られている。他方，第１条の賜物に対して第４～８条に
おいて戦争の場合のかなり重い義務が定められていることが注目される。
したがって，この賜物がこの勅令で初めて定められた可能性が十分存在す
る。
他方で歴代ラクサマナが，権力を正当な所有者から自己の手中へと移す
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準備を徐々に行っていたことは確実である。
パンチョン・アラスなど
現状はというと，この地域のウタン・タナすべてがブキト・バトゥのラ
クサマナの所有であり，そこで採集された森林産物の10％をパンチョン・
アラスとして自分のために徴収させるか，あるいは自分の一族の１人に扶
持（マカナン makanan）として，その徴収権を供与している。
タパク・ラワンは外部の者から徴収し，すべてラクサマナの収入になる。
かつてドメイのパンフルのものであったシアランも今ではすべてラクサマ
ナのものである。
ブンカリスのバティンがトゥルブク漁の魔除け（kepala hantu）への関
与の見返りとして，ダトゥク・ラクサマナの領域内にウタン・タナを持っ
ていることをここで注記しておこう。それはタンジョン・バレイとタンジ
ョン・ガワ・ガワ (Gawa-Gawa, またはタンジョン・バレイ・ダラム Balei
dalam）の間の沿岸部である。その小地片のシアランは彼のものである。
そこでは森林産物の採集は行われず，ラダンも存在しない。したがって彼
はパンチョン・アラスもタパク・ラワンも徴収しないが，それが徴収され
るような状態になれば，それらはこのバティンのものとなるであろう。
ｉ．シアク川の河口より南の沿岸のバティンの領域
① アキト・プングリン（Akit Penguling）のウタン・タナ
上記ａ②で述べたように，ルンパのパンフルの領域は，ゴンタン島に向
かい合うシアク川右岸のトゥロク・ダラムで始まるが，ここから下流へタ
ンジョン・ラヤン（Layang）まで，そしてそこから海岸に沿ってスンゲ
イ・プングリン（Penguling）までが，オラン・アキトのうちの異教徒の
部族〔stam〕つまりアキト・プングリンがかつて住んでいたウタン・タ
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ナである。
この地域は現在まったく無住である。アキト・プングリンはずっと以前
にそこを去り，現在はシアク川の上の筏に住んでいる。シアク川をマンダ
ウ川の合流点あたりまでさかのぼる時に見る筏が彼らの家である。彼らは
主として森林産物の採取とラダンによって生きている。
上記の地域が最初の占拠によって元来アキト・プングリンに属したこと
は当然であるが，現在ではスルタンの所有と見なされている。これはムス
リムの国で異教徒は土地を所有できないという法の原則に基づくものであ
る。この法的状況の結果，そこで発見されるシアランはスルタンのもので
ある。そこで森林産物の採取が行われることはまったくないか，あっても
きわめて例外的であり，ラダンが設けられることもない。したがってパン
チョン・アラスもタパク・ラワンも徴収されない。もしこれらが行われた
場合，これらの税は，アキト・プングリンが本来持っていた権利に関わり
なく，マレー人の法概念に従ってスルタンのものとなる。
さらに，この地域はまだすっかり放棄されたと見なすことができない。
この土地に付随するものとして，木材やカジャン（kajang）[ニッパヤシ
の葉などで編んだ簟〕のスルタンへの供出というかつてアキト・プングリ
ンに課されていた義務が，依然として彼らに課されているからである。
② オラン・ラワのウタン・タナ
スンゲイ・プングリンからプララワンとの境界であるスンゲイ・ラカル
（Lakar）に至る沿岸に，別の非ムスリム部族が住んでいる。この地域の
主要河川スンゲイ・ラワにちなんでオラン・ラワと呼ばれる人々である。
この地域は内陸側では自然の境界がない。進入不可能な森に海岸からまっ
すぐ入っていくことができれば，オラン・ラワを離れたのち，スンゲイ・
ムンプラの源流とほぼ同じ高さのタラン・ダユンに至るだろう（上記ｄ参
照)。
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オラン・ラワは理論的にはオラン・プングリンと同じ状況にあり，義務
だけあって権利がない。
彼らは自分の森の中にいるので，賦役義務（後述）を満たしさえすれば，
実際にはシアクの統治からかなり自由である。スルタンは自分を，その土
地およびその上にある森に関わるすべての財産の所有者と考えているが，
このことはオラン・ラワがその森の中でほとんど自由であることと矛盾し
ない。
スルタンの権利
スルタンは時々蜜蝋を採集させる。また時々お気に入りの者に，スルタ
ンが権利を有する利益を手に入れるようにと，あるスンゲイをクルニアと
して与える｡ たとえばスンゲイ・ラワがまずビンタラ・ジョベイ (Bintara
Jobei)，ついでビンタラ・ジャヤ・パフラワン（Bintara Jaya Pahlawan）
におのおの一代限り与えられた。
あるいはまた自らあるスンゲイを開発する。たとえば現在スンゲイ・マ
ンカパン（Mangkapan）において輸出入税を徴収させ，他所から来た人々
にパンチョン・アラスとタパク・ラワンを払わせている。スンゲイ・マン
カパンでスルタンを代表しているのはパンフル・ラ（Lah）なる者で，そ
の地における一種のバンダルである。年額60ドルの給与を与えられ，これ
に対して彼はスンゲイ・ラカルからタンジョン・ラヤン（シアク川のクワ
ラ）に至る間で輸出税を（できるだけ多く）徴収しなければならない。主
要な課税品目はグタ（getah)，ダマル（damar)，バラム（balam）の実で
あり，その他はあまり税収がない。輸入税は徴収しない。
こうした全制度は明らかに経済と法の健全な概念に反するものであるが，
ここに見られるような状況にあっては唯一可能なものである。彼の王国の
この広大な部分からなにがしかを得る方法は他には存在しない。他方スル
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タンは圧力をかけすぎないよう配慮しなければならない。そうしないとオ
ラン・ラワに権力を持つことができないであろう。というのも，オラン・
ラワは森の中に非常にまばらに住んでいるので，彼らが嫌がれば掌握不可
能であるだけでなく，彼らは採集した産物の販売および彼らのわずかばか
りの必需品の供給で，そこに住んでいて，かつ彼らに信頼されている中国
人の手助けを受けている。
ｋ．上マンダウのサケイ人の領域
上記ｂで述べたようにオラン・マンダウのウタン・タナは左岸ではスン
ゲイ・ブリンギン，右岸ではスンゲイ・ミナスまでであり，そこより上流
には非ムスリム部族のオラン・サケイがいる。オラン・サケイはシアクに
属するバティン・リマ（Batin lima）とコタ・インタンに属するバティン
・スラパン（Batin selapan）に分かれる。
バティン・リマのうちバティン・ミナスまたはバティン・ブリンバン
（Brimban）およびバティン・ブルトゥ（Belutu）はマンダウ川右岸のス
ンゲイ・ミナスとスンゲイ・ブルトゥに住む。左岸ではスンゲイ・ブリン
ギンの下流から上流へバティン・ブリンギン，バティン・プナサ（Penasa)，
バティン・ティンゲナウ（Tingenau）が住んでいる。
ムスリムの法概念によれば，オラン・サケイはシアクで土地を所有でき
ず，その土地は王に属する。したがって王はパンチョン・アラスとタパク
・ラワンを徴収する権限がある。しかしそのどちらもスルタンに納められ
ていない。オラン・サケイは米をほとんど栽培せず，彼らが森の中深くで
植える唯一のものはウビ（ubi）[芋〕である。彼らはまた森林産物を，マ
ンダウ川で塩とパラン〔山刀〕を買い入れるのに必要な量以上には採取し
ない。
各バティンが時々スルタンにグリガ１つ，また若干のガハルを供出する
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かぎり，スルタンも彼らに介入しない。また，サケイ人が嫌がる命令を実
力で強制するのは事実上不可能であろう。彼らはほとんど森から出てこな
いだけでなく，負担が重すぎると簡単に逃げてしまう。現在コタ・インタ
ンの諸々のサケイ人がそういう状態にあるに違いない。彼らはコタ・イン
タンのラジャの領域内に住むのを嫌ってシアクの領域内に住み込んでいる。
ｌ．占拠されていない土地，または放棄された土地
シアクの地図をよく見るならば，上述の諸地域の他に，スマトラ本島に
あと２つの地域のあることがわかる。第一にシアク川沿いのブワタンとガ
シプの間の土地，第二に内陸の土地で，ティガ・ルハクの西側（上記ｅ参
照）である。
第一の土地は，以前バンサのバティンとそのアナク・ブワに属していた
が，この部族はすっかり消滅したか，他所へ移ってしまったか，いずれに
せよ，姿を消してしまった。この土地は内陸へはトゥタワクないしタワク
・タワクの聞こえる範囲まで（sepemukul tawak-tawak）及んでいる。こ
の土地に今まで人が住んだことがあるのか調べがつかなかった。おそらく
この数世紀無住であっただろう。
これらの土地は法に従って王に属し，その所有に由来する利益も王に属
する。
第二の土地はまったく無住であるが，第一の土地には若干のラダンが見
られる。ここでタパク・ラワンが徴収されているか，まだ確認できなかっ
たが，おそらくガシプでもこの税を徴収しているマンクブミが徴収してい
るのであろう。パンチョン・アラスは徴収されていないが，もし徴収され
る場合には，スルタンがその権利を持つ。
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ｍ．島々
シアクに属する島々には，①シアク川の河口の前およびその南の島々，
②プラウ・ルパトとその回りの島々という２つのグループがある。両者の
間にどのような相違があるかまだ調査中だが，瑣末な例外を別にすれば，
王の所有であるという点ではまったく同じである。ウタン・タナとその産
物のすべてが法に基づいて王のものである。
プラウ・ルパトを除いて，これらの島々の住民の一部は元来の住民であ
るが，彼らが占拠するのはごく一部分にすぎず，さらに彼らは無信仰者な
のでマレー・ムスリム国家において土地を所有できない。たしかに元来の
住民の一部はイスラムに改宗しているが，それは表面的なものにすぎず，
また改宗からまだあまり時間がたっていない。
元来の住民の他に多数の外来人が住んでいる。とくにスマトラ本島出身
のマレー人，および中国人である。彼らはパディおよびサゴの栽培，森林
産物の採集，あるいはそれらの交易に従事している。しかしこの人々はす
べてオラン・ムヌンパン（orang menumpang）[客人，一時的滞在者〕で
ある。
千人弱の中国人が板をシンガポールに供給している。この板はシンガポ
ール自体の周辺はもちろん，中国，アラビア，マウリティウスにも販路を
持っているといわれる。これら材木切りたちは小さいコンシ（kongsie）
つまり企業（パン・ロン pang long）に集められている。
ルパト島の住民はオラン・ムヌンパンを除くと，いわゆるアキト人であ
る。このアキト人についてはのちに触れる。
その他の島々では，ブンカリスの４人のマレー人バティンだけが土地を
所有するので，他の臣民と違ってラヤト・ヤン・ムムガン・ウタン・タナ
（rayat yang memegang utan tanah）[ウタン・タナを有する臣民〕と言わ
れている。その土地はブンカリス島のブラウェル（Brouwer）海峡〔スラ
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ト・パンジャン Selat Panjang〕に面する部分である。
ブキト・バトゥのダトゥク・ラクサマナ
先に述べたように，ヒジュラ暦1273年サワル月24日のブキト・バトゥの
先代ラクサマナの任命勅書の第１条の末尾に次のようにある。
および，バンタン側のブンカリス島と，ダトゥク・ラクサマナが同
様に〔既に〕有するもの以外の，そこから生じるシアランや収入。
同じ勅書の第３条でラクサマナはさらにプラウ・ルパトの大部分，つ
まりモロン（Morong）海峡の東の入口に面するタンジョン・ジュリン
（ Jering）から，タンジョン・クタム（Ketam）の北西対岸のムンブル
（Membul）までを手に入れ，さらに同じ第３条でパダン（Padang）島の
北西海岸（小島ドゥダプ Dedap まで）を賜与された。
1875年８月28日 No. 10 の政庁決定により，ルパト島におけるスルタン
の若干の権利およびブンカリス島の全面的な政庁への割譲が行われた。そ
のとき，上記のようなラクサマナに与えられた諸権利はまったく考慮され
なかった。この場合にもスルタンが，自身がまったく持たないか部分的に
しか持たない権利，あるいは第三者に供与した権利に対する賠償を手に入
れた。
ムルバウ島などにおけるスルタンの権利
ムルバウ（Merbau）島とトゥビン・ティンギ島およびプラウ・ランサ
ン（Rangsang）の海岸からの収入に対するスルタンの権利はそもそも，
まったく議論の余地がないわけではない。サイド・ウスマンの最年少の息
子であるサイド・アフマド別名トンク・ブンスは，パンリマ・ブサル・ト
ゥビン・ティンギという称号を得ていて，次の３人の息子を持っていた。
① トンク・モハマド（マルフム・ブサル)。スルタン・イブラヒムと
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その一族をシアクの王座から放逐した。
② トンク・バグス（Bagus)。トゥビン・ティンギを封地として得た。
③ トンク・インドゥト（Indut)。ムルバウを封地として得た。
②トンク・バグスの孫息子トンク・スルン・チャンティク（Sulung
Cantik)，③トンク・インドゥトの息子トンク・ガ（Ngah）別名トンク・
ハジ（Haji）はまだ生きている。
スルタン〔①の息子スルタン・カシム〕が，亡き父の２人の兄弟〔②と
③〕が死後残した地位の保全に当たって取った方法が，彼らの側に多くの
不平不満を抱かせることとなった。この不平不満には正当な根拠がないわ
けではない。それはともかく，スルタンがこの島々からの収入に対して，
それを自らのものにしようと一族の者に与えようと，正当な権利を有する
ことは間違いない。
現実にはスルタンがこれらの島々から得る収入はほとんど意味のないも
のである。何らかの意味があるのは，ブンカリス島以外の島々に見られる
中国人の製材所にかける税だけである。かつてこの中国人製材所に対する
税は上記トンク・ハジが徴収しており，彼にとってはこれが最大の収入源
であった。現在この税は，スルタンの森から切り出される材木の支払いも
カバーするものとして，伐採に従事する中国人１人につき１ヶ月0.50ドル
で，スルタンによってブンカリスのヨーロッパ人商人に請負に出されてい
る。
この島々ではパンチョン・アラスは徴収されないが，スルタンはその権
利を持つようである。スルタンがこの島々からのグタ，サゴ，蜜蝋の輸出
税の徴収権を賠償と引き替えに政庁に譲渡したのは（東インド法令集1887
年 No. 236）正当なことであり，この輸出税がパンチョン・アラスに取っ
て代わったのである。
ところで，この島々の元来の住民の土地に対する権利についてほとんど
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わかっていないことは，とくに留意すべきである。おそらく権利という表
現は適切ではないだろう。元来の住民は権利といった観念を持つほど文明
化していないからである。彼らが時々要求された現物（グタ，蜜蝋等々）
を供出するかぎり，スルタンとアナク・ラジャ・ラジャ（anak raja-raja）
は彼らを放任している。
かつてクリト・トゥンガル（kulit tengar）[マングローブの一種トゥン
ガル樹の皮，加熱加工して染料にする〕の輸出税が徴収されていたが，こ
れは現在は輸出されていない。ブギス人だけがクリト・トゥンガルの採集
で利益を上げることができるようであるが，そのブギス人がもはや来なく
なったからである。この税収は現実には僅かなもので，すべて，事実上こ
の国に滞在するブギス人の首長である，タンジョン・プレナプ（Prenap）
に住むブギス人のものになっていた。
この島々のシアランは，ブンカリスの４人のマレー人バティンに属する
もの，およびラクサマナに与えられたものを除いて，スルタンに属する。
スルタンは欲するだけ，何度でも蜜蝋を採取させることができる。スルタ
ンがこれを行わない場合は，当然付近の住民が採取し，中国人商人に売る。
注
9) 訳注 原文はマレー語で，次のとおり。
Adalah tanah jang dikoerniakan oleh doeli jang dipertoewan besar
akan mendjadi makanan datoek Laksamana deri Tandjong Balei kaba-
ratnja sampai di perbahagian aroesnja, dan apa-apa isi jang mendatang-
kan hasil didalam itoe tanah malainkan datoek Laksamana jang am-
poenja, dan poelaoe Bengkalis di sabelah Bantan mana-mana sialang-
sialang ataoe hasil jang kaloewar disitoe melainkan datoek Laksamana
djoega poenja.
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